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第 69回⽇本聴覚医学会学会総会・学術講演会 
情報補償に関するご案内

第１～第４会場においてデジタル補聴援助システム「ロジャー」を設置いたします。各会場のロジャー
送信機から⾳響設備を⼊⼒信号として壇上およびフロアの⾳声をワイヤレスで送り、直接聞き取るこ
とができます。 

【対象者】 
すでにロジャーをご使⽤の⽅はもちろん、補聴器/⼈⼯内⽿を装⽤されている⽅への情報補償の⼀環
として、T コイル利⽤型またはアダプター利⽤型のユニバーサルタイプ受信機の貸出を⾏います。ま
た、補聴器/⼈⼯内⽿を使⽤されていない⽅や、ロジャーについて関⼼をお持ちの⽅にご利⽤いただ
けるよう、ヘッドフォン利⽤型および⽿掛け型の受信機もご⽤意いたします。これらはどなたでも
ご利⽤いただけます。 
なお、補聴器/⼈⼯内⽿でロジャーを利⽤するためにはあらかじめ設定が必要な場合がございます。
ご不明な点は下記問い合わせ先、もしくは補聴器の場合は購⼊した補聴器販売店、⼈⼯内⽿の場合
は調整を⾏っているかかりつけの病院にご相談ください。 

【ロジャーとは】 
2.4GHz 帯の周波数帯を利⽤したデジタル式の補聴援助システムです。FM システムなど従来の補聴
援助システムよりも騒⾳下での聞こえが向上します。また、チャンネルの管理が不要で聴取位置も
電波の届く範囲内ならば⾃由に移動ができ、機器同⼠の接続操作も簡単であるなど、使い⼿に役⽴
つ機能も多く搭載しています。 

（会場では、話し⼿のマイクロホンは会場の設備を使⽤します） 
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ロジャーの利⽤⽅法
【利⽤の流れ】 

ロジャー受信機をすでにご使⽤の⽅：
ロジャー受信機をお持ちの⽅は、特別な⼿続きは不要です。会場にあらかじめ設置された送信
機からの⾳声をそのまま受信することが可能です。

ロジャー受信機をお持ちでない⽅：
受信機の貸出を⾏います。企業機器展⽰会場（4 階ロビー）の「フォナック補聴器」ブース
（⼩間 No.11）へお越しいただき、弊社社員にお申し出ください。 
別紙 2「貸出⽤ロジャー受信機のご案内」も合わせてご覧ください。 

1. 会場に⼊る前 2. 会場に⼊るとき 3. 別の会場に移るとき 4. 会場から出るとき

補聴器/⼈⼯内⽿とロジ
ャー受信機を利⽤可能
な状態にする。 

⼊⼝付近の「ロジャー 
ウォールパイロット」
の前に⽴つ。

別の会場⼊⼝の「ロジャ
ー  ウ ォ ー ル パ イ ロ ッ
ト」の前に⽴つ。

ロジャー/FM ブログラ
ムを終了する。
もしくは、受信機を取
り外す/電源を切る/ご
⾃⾝のロジャー送信機
と受信機を接続する。

必要に応じてプログラ
ムを切り替える。

会場の⾳声が聞こえる
ことを確認する。 

別の⾳声に切り替わるこ
とを確認する。 

会場の⾳声が聞こえな
いことを確認する。 

各会場の⼊⼝付近にある「ロジャー ウォールパイロッ
ト」の前に⽴つと送信機と受信機が接続されます。これに
より⼊場した会場の⾳声が受信できます。
「ロジャー ウ ォールパイロット」はフォナック公式キャ
ラクター「レオくん」が⽬印の看板に設置されています。

会場から出る際は、ご⾃⾝の送信機と接続し直すことで 
会場の送信機から切断することができます。 
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貸出⽤ロジャー受信機のご案内

本学会におきましては、下記の①〜③の受信機をご⽤意いたします。10 ⽉ 24 ⽇と 25 ⽇の 2 ⽇間、対応するロ
ジャー受信機を無償でお貸し出しいたします。ご希望の⽅は企業機器展⽰会場の「フォナック補聴器」ブース
（⼩間 No.11）までお越しください。貸出にあたりお名刺をお預かりさせていただくか、お名前が確認できるも
のを拝⾒させていただきます。 
なお、貸出⽤受信機には数に限りがございます。先着順のご案内となりますことをご了承ください。 
* 事前予約を承っております。またお⼿持ちの機器にロジャーが対応しているか、どの受信機が利⽤可能かといったお

問い合わせも承ります。右側の⼆次元コードより事前予約フォーム（https://forms.office.com/e/QUqtD6Cstn）に
アクセスいただき、お気軽にお問い合わせください。

受信機①【ロジャー ネックループ または ロジャー マイリンク】  T コイル/ヘッドフォン利⽤タイプ 
対象者： ① 「T コイル」または「T コイル+マイク」の設定が可能な補聴器/⼈⼯内⽿をお使いの⽅ 

② 補聴器/⼈⼯内⽿が不要な⽅
使⽤⽅法： • ⾸に掛けて使⽤します。ネックループが磁気誘導ループの役割を担います。 

補聴器/⼈⼯内⽿を T コイルプログラムに切り替えると、ロジャーの⾳声が聞こえます。 
• 補聴器/⼈⼯内⽿装⽤者以外はヘッドフォンを利⽤します。

（補聴器/⼈⼯内⽿使⽤時） （ヘッドフォン使⽤時）
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貸出⽤ロジャー受信機のご案内

受信機②【ロジャー エックス】 ユニバーサルタイプ 
対象者： ① ロジャーダイレクトに対応したフォナック製補聴器をお使いの⽅ 

② オーディオシューがありロジャー/FM または外部⼊⼒プログラムが設定されている補聴器
をお使いの⽅

③ ３ピンの外部⼊⼒を備えるアダプターが利⽤可能な⼈⼯内⽿をお使いの⽅
④ ３ピンの外部⼊⼒を備えるオーディオインターフェースが利⽤可能な補聴器/⼈⼯内⽿をお使いの⽅

使⽤⽅法： • ロジャーダイレクトの場合…貸出の際に設定を⾏います（特別な操作は不要です） 
• それ以外の場合…オーディオシュー/アダプターのプラグに差し込み、ロジャー/FM

（もしくは外部⼊⼒）⽤プログラムに切り替える。
※ ⼀部の⼈⼯内⽿プロセッサについては、ロジャー エックスの設定変更が必要な場合が ご

ざいますので、貸出の際に⼈⼯内⽿プロセッサの種類をお知らせください。

（オーディオシュー使⽤時） （オーディオインターフェース使⽤時）

受信機③【ロジャー フォーカス ll / ロジャー フォーカス II-312 または ロジャー フォーカス】  ⽿かけ型 
対象者： ① 補聴器/⼈⼯内⽿が不要な⽅ 

② ⼀側性難聴など補聴器/⼈⼯内⽿をご使⽤でない⽅
使⽤⽅法： • 補聴器と同じように⽿に掛けて使⽤します。⼀側性難聴の⽅は良聴⽿に装⽤します。 

ロジャーの⾳声だけが⽿せんから出⼒されます。
外⽿道を閉鎖しないよう、オープン⽿せんを使⽤します。

装⽤⽅法：⽿の上部にロジャー フォーカス ll をかけ、チューブを持ち、⽿せん
をゆっくり外⽿道に押し込みます。 

オーディオシュー
ロジャー エックス




